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【１ 成果の概要】 
(1) 近年の産子番号別頭数は産子番号１～５の頭数が少なく、特に産子番号１及び２の若い雌牛からの生

産頭数が少なくなっており、生産基盤の脆弱化が窺えます（図１）。 

(2) 県内で開催された黒毛和種子牛市場成績を集計した結果、雌子牛では、日齢は産子番号４～７で低く、
体高は産子番号２～６で高く、体重は産子番号２～８で高くなりました。雌子牛の発育は概ね初産であ
る産子番号１と産子番号９以降が小さく、産子番号２～８のときが良好でした（表）。 

(3) 産肉能力育種価は、産子の枝肉成績が出始める産子番号４以降で判明割合が上昇しています。また、
脂肪交雑の育種価評価表示は、上位 1/10 以上（H）の高い育種価を有する子牛は産子番号４～８に多く、
とくに産子番号５で最も高くなりました（図３）。 

 

表 産子番号と子牛市場成績（平成 24 年 4 月～平成 27 年 3 月） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【２ 留意事項】 
(1) 集計に用いた子牛市場成績は、県内で開催された子牛市場において、種雄牛別売買成立頭数が 100 頭

以上のデータを抽出し、受精卵由来のデータ、産子番号 16 以上のデータ及び欠測値を含むデータを除い
たものを用いました。なお、価格は税抜きです。 

期間Ⅰ：雌 26,522 頭、去勢 36,166 頭、計 62,688 頭 
期間Ⅱ：雌 24,918 頭、去勢 33,041 頭、計 57,959 頭 

(2) 産子番号とは、繁殖雌牛から生まれた子牛に対して付与される連続した番号です。単産の場合、産次
と一致します。ただし、複数産子や受精卵産子が生産された場合にも番号が付与されるため、必ずしも
産次と一致しません。 

(3) 種牛を評価する場合、発育や産肉能力のほかに、繁殖能力、体型、遺伝病の有無なども考慮してくだ
さい。 

 
 

黒毛和種子牛市場における産子番号と市場成績及び育種価表示

※ 産子番号、開催年月、開催市場、種雄牛を母数効果として最小二乗分析（SAS JMP） 
※ 日齢は最小値、それ以外は最高値を網掛 
※ **1％有意水準、異符号間に有意差あり 

図１ 産子番号別頭数 図２ 産子番号と育種価表示割合（脂肪交雑） 

※期間Ⅰ（H16-H18） 
 A：育種価上位 1/4 以上 
 B： 〃 1/2 以上 1/4 未満 
 - ： 〃 1/2 未満 

※期間Ⅱ（H24-H26） 
H：育種価上位 1/10 以上 

 A： 〃 1/4 以上 1/10 未満 
 B： 〃 1/2 以上 1/4 未満 

- ： 〃 1/2 未満
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